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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 32,284 2.4 736 1.3 692 4.2 360 5.0
22年3月期第3四半期 31,521 5.9 727 137.6 665 71.2 343 86.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 27,967.48 ―

22年3月期第3四半期 26,106.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 19,233 3,655 19.0 284,531.68
22年3月期 17,907 3,362 18.8 259,377.15

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  3,655百万円 22年3月期  3,362百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 4,000.00 4,000.00
23年2月期 ― 0.00 ―

23年2月期 
（予想）

4,000.00 4,000.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年2月15日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
平成23年２月期は決算期変更の経過期間となることから、通期については10.5ヶ月間（平成22年４月１日～平成23年２月15日）の予想数値を記載しており
ます。このため、通期の対前期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,970 ― 755 ― 694 ― 324 ― 25,106.55



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、[添付資料]３ページ「連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q  13,340株 22年3月期  13,340株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  491株 22年3月期  378株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q  12,905株 22年3月期3Q 13,172株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年4月1日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、企業業績の改善や設

備投資の回復など、一部で回復基調を示しているものの、雇用環境も依然として厳しく、個人消費も政府の消費刺

激策もありましたが継続的な回復には至っておらず、先行きが不透明な状況で推移しております。 

 当ドラッグストア業界におきましても、業界の垣根を越えた小売業全体での競争が激化する中、消費者の生活防

衛意識や節約志向の高まりもあり、小売業全体での低価格競争が続いており、経営環境はなお予断を許さない状況

となっております。 

 このような情勢の中、当社グループ（当社及び連結子会社）といたしましては、お客様に選ばれる店づくりとし

て改装および医薬品売場を中心にした買いやすい売場作りのための売場手直し、満足いただけるサービスを提供す

る人づくりのための従業員教育を行ってまいりました。 

販売面では、毎日安心してお買い物をしていただける環境づくりとして、チラシの削減および毎月1ヶ月間の特

売価格を設定しエブリデー・セイム・ロープライスの実現を目指し販売活動を行いました。 

店舗運営面では、ローコスト・オペレーションの実現のための作業改善及び、自動発注システムの実験運用を開

始いたしました。 

店舗面では、シティードラッグ１店舗とドラッグストア２店舗、スーパードラッグストア２店舗の５店舗を新設

いたしました。一方、既存店の見直しの中３店舗の閉店を行いました。これにより、当第３四半期連結累計期間末

の店舗数はドラッグストア120店舗、調剤薬局11店舗の計131店舗となりました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は322億84百万円(前年同四半期比2.4％増)、営業利益７

億36百万円(前年同四半期比1.3％増)、経常利益６億92百万円(前年同四半期比4.2％増)、四半期純利益３億60百万

円(前年同四半期比5.0％増)となりました。 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

（ドラッグストア事業） 

 ドラッグストア事業におきましては、消費者の生活防衛意識や節約志向の高まりから、消費は低調に推移いたし

ましたが、猛暑の影響による飲料等の夏物商材の売上は好調に推移いたしました。しかし、昨年度の新型インフル

エンザによる特需の反動でマスク等の売上は減少いたしました。そのような状況の中、改装等による既存店の活性

化及び営業時間の延長を19店舗で実施したことなどにより、売上高は308億49百万円となりました。売上総利益に

つきましては、前期のマスク等の特需による反動で当第３四半期連結累計期間は売上総利益率が前年同四半期比で

低下し売上総利益は70億32百万円となりました。経費面では、チラシの削減などローコスト運営を行い販売費及び

一般管理費は64億12百万円でした。それらの結果、営業利益は６億19百万円となりました。 

（調剤事業） 

 調剤事業におきましては、薬価の改正により薬価の引き下げが行われましたが、既存店の売上は前年並みを維持

し、昨年度出店の薬局の売上が伸張したことなどにより売上高は13億33百万円となりました。経費面では、前期出

店の新店経費負担が無くなり販売費及び一般管理費は３億19百万円となり、営業利益は83百万円となりました。 

（その他） 

 その他の主たる事業である不動産賃貸業におきまして、新規賃貸契約の増加などにより売上が増加し、売上高は

１億２百万円、営業利益は33百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、192億33百万円となり、前連結会計年度末に比べて、13億26百

万円増加となりました。その主な要因は、商品が４億76百万円、有形固定資産が３億33百万円それぞれ増加した

ことなどによります。  

 負債は、155億77百万円となり、前連結会計年度末に比べて、10億32百万円増加となりました。その主な要因

は、買掛金が10億15百万円、資産除去債務が１億34百万円それぞれ増加したことなどによります。 

 純資産は、36億55百万円となり、前連結会計年度末に比べて、２億93百万円増加となりました。その主な要因

は、四半期純利益により利益剰余金が３億60百万円増加し、配当金の支払により51百万円減少したことなどによ

ります。 

 （キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べて、３億44百万円増加し、16億３百万円になりました。  

  営業活動による資金の獲得額は11億79百万円であり、前第３四半期連結累計期間に比べ、4百万円減少しまし

た。その主な要因は、前第３四半期連結累計期間に比べ、仕入債務の増加額が５億25百万円増加しましたが、法

人税等の支払額が４億８百万円増加したことなどによります。 

 投資活動による資金の支出額は４億64百万円であり、前第３四半期連結累計期間に比べ、93百万円増加しまし

た。その主な要因は、前第３四半期連結累計期間に比べ、有形固定資産の取得による支出が１億10百万円減少し

ましたが、敷金及び保証金の差入による支出が１億77百万円増加したことなどによります。 

 財務活動による資金の支出額は３億70百万円であり、前第３四半期連結累計期間に比べ、41百万円増加しまし

た。その主な要因は、前第３四半期連結累計期間に比べ、短期借入金の純増減額が２億50百万円増加し、長期借

入れによる収入が４億80百万円、長期借入金の返済による支出が１億63百万円それぞれ減少したことなどにより

ます。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年11月５日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。   

  

㈱サッポロドラッグストアー（2786）平成23年２月期　第３四半期決算短信



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しましては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法を適用しております。 

 ただし、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発生状況に著しい変

化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに

当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

（特有の会計処理） 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（税金費用の計算方法の変更） 

 従来年度決算と同様の方法により法人税等を計算しておりましたが、税金費用をより適正に配分するとともに、

決算業務の効率化を図るため、第１四半期連結会計期間より、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更し

ております。 

 この変更による影響は、軽微であります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は７百万円、税金等調整前四半期純利益は、65百

万円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、１億30百万円で

あります。   

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,603,807 1,259,200

売掛金 387,096 308,143

商品 4,635,507 4,158,642

貯蔵品 11,316 3,372

繰延税金資産 148,255 148,255

その他 501,250 570,936

流動資産合計 7,287,234 6,448,550

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,901,245 2,936,452

土地 4,766,593 4,606,930

その他（純額） 1,141,272 932,672

有形固定資産合計 8,809,111 8,476,054

無形固定資産 82,614 77,268

投資その他の資産   

その他 3,128,202 2,979,023

貸倒引当金 △73,244 △73,244

投資その他の資産合計 3,054,958 2,905,779

固定資産合計 11,946,684 11,459,103

資産合計 19,233,918 17,907,653
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,778,483 3,762,570

短期借入金 2,100,000 1,900,000

1年内返済予定の長期借入金 1,820,448 1,735,453

未払法人税等 142,261 259,259

賞与引当金 117,660 216,947

ポイント引当金 29,006 25,158

その他 812,096 598,574

流動負債合計 9,799,955 8,497,962

固定負債   

長期借入金 4,626,718 5,159,980

退職給付引当金 140,296 168,018

役員退職慰労引当金 81,187 101,125

資産除去債務 134,918 －

その他 794,895 618,519

固定負債合計 5,778,015 6,047,644

負債合計 15,577,970 14,545,606

純資産の部   

株主資本   

資本金 439,589 439,589

資本剰余金 481,788 481,788

利益剰余金 2,795,000 2,485,928

自己株式 △60,533 △45,341

株主資本合計 3,655,845 3,361,965

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 102 81

評価・換算差額等合計 102 81

純資産合計 3,655,947 3,362,046

負債純資産合計 19,233,918 17,907,653
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 31,521,936 32,284,921

売上原価 24,146,043 24,807,035

売上総利益 7,375,892 7,477,886

販売費及び一般管理費 6,648,848 6,741,194

営業利益 727,043 736,691

営業外収益   

受取利息 57 23

受取配当金 1,122 1,127

受取手数料 1,813 7,924

固定資産受贈益 9,672 16,971

その他 28,302 23,058

営業外収益合計 40,969 49,107

営業外費用   

支払利息 97,369 85,248

その他 5,607 7,756

営業外費用合計 102,977 93,005

経常利益 665,035 692,793

特別損失   

減損損失 8,598 －

店舗閉鎖損失 14,252 6,855

貸倒引当金繰入額 29,744 －

貸倒損失 1,660 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,046

その他 － 403

特別損失合計 54,256 65,306

税金等調整前四半期純利益 610,779 627,487

法人税、住民税及び事業税 227,402 －

法人税等調整額 39,503 －

法人税等合計 266,906 266,567

少数株主損益調整前四半期純利益 － 360,920

四半期純利益 343,873 360,920
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 610,779 627,487

減価償却費 381,777 366,981

減損損失 8,598 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 29,744 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △120,021 △99,287

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,112 △27,721

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △19,938

ポイント引当金の増減額（△は減少） △3,313 3,848

受取利息及び受取配当金 △1,180 △1,151

固定資産受贈益 △9,672 △16,971

支払利息 97,369 85,248

貸倒損失 1,660 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,046

固定資産除却損 － 160

投資有価証券売却損益（△は益） － 242

売上債権の増減額（△は増加） △77,281 △78,953

たな卸資産の増減額（△は増加） △451,029 △484,809

仕入債務の増減額（△は減少） 490,501 1,015,913

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,278 22,381

その他 314,683 217,420

小計 1,274,450 1,668,899

利息及び配当金の受取額 1,180 1,151

利息の支払額 △91,578 △82,441

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 193 △407,813

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,184,246 1,179,796

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △12,592

投資有価証券の売却による収入 － 2,130

有形固定資産の取得による支出 △441,279 △330,567

無形固定資産の取得による支出 △10,082 △3,668

敷金及び保証金の差入による支出 △41,643 △219,485

敷金及び保証金の回収による収入 111,332 98,972

預り保証金の受入による収入 14,550 6,904

預り保証金の返還による支出 △2,343 △6,584

その他 △2,270 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △371,736 △464,891

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 200,000

長期借入れによる収入 1,330,000 850,000

長期借入金の返済による支出 △1,461,536 △1,298,267

自己株式の取得による支出 △32,053 △15,192

配当金の支払額 △53,276 △51,803

その他 △61,601 △55,035

財務活動によるキャッシュ・フロー △328,467 △370,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 484,043 344,607

現金及び現金同等物の期首残高 898,536 1,259,200

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,382,580 1,603,807
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 該当事項はありません。 

  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）        

 医薬品・化粧品等の小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額

の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

[所在地別セグメント情報] 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はないため、該当事項はありません。 

  

[海外売上高] 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高はないため、該当事項はありません。 

  

[セグメント情報] 

１.報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、本社に事業別の部署を置き、各部署は、包括的な戦略を立案し、事業展開をしております。 

 したがって、当社グループは、事業別のセグメントから構成されており、「ドラッグストア事業」及び「調剤事

業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「ドラッグストア事業」は、医薬品・化粧品等を販売しており、「調剤事業」は、調剤薬局を運営しておりま

す。 

  

２.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）  

                                           （単位：千円）  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
  

報告セグメント 
その他  

 （注） 
合計

  ドラッグストア

事業  
調剤事業  合計  

 売上高   

 外部顧客への売上高    30,849,272  1,333,492  32,182,765   102,156 32,284,921

 セグメント間の内部売上 

 高又は振替高 
 － － －   －  －

 計  30,849,272  1,333,492  32,182,765  102,156 32,284,921

 セグメント利益 619,639 83,598 703,237   33,454 736,691
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３.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

                 （単位：千円） 

   

４.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

   

  

 該当事項はありません。 

  

  

 利益 
  

金額
  

 報告セグメント計 703,237

「その他」の区分の利益 33,454

 四半期連結損益計算書の営業利益 736,691

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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